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ははじじめめにに  

 曽谷南遺跡第 75-2 地点の調査は、宅地造成に伴い昨年 11 月中旬より、市川市教育委員会の指導

の下、株式会社地域文化財研究所が進めてまいりました。調査面積は 2,776 ㎡、調査工程の都合上、

裏面全体図にありますように南北に分け、半分ずつの調査となりました。南側調査区は昨年末まで

に終了し、現在、北側の調査を実施しています。調査中のため不明な点も多々ございますが、今回

の説明会にて地域の過去の痕跡を直接ご覧いただいて、ご理解を深めていただけたら幸いです。 

調調査査のの成成果果  

 今回の調査では、主に 3 つの時代の痕跡を確認しています。縄文時代では早期後半とみられる陥

し穴１基(SK5)、炉穴３基(SK6 ・7・8)と前期関山式期の竪穴建物跡１棟(SI1)、古墳時代後期では

竪穴建物跡が８棟(SI3・4・10・11・12・14・15・16)、奈良・平安時代では竪穴建物跡が 12 棟(SI2・

5・6・7・8・9・13・17・18・19・20・21)、掘立柱建物跡３棟(SB1 ・2・3)が確認されました。

以下では各時代ごとにみていきたいと思います。 

縄文時代 早期後半では、当地が陥し穴のつくられる狩猟の場であったことがわかります。また、

何らかを調理した痕跡とみられる炉穴が残されていました。この時期にも竪穴建物跡はつくられま

すが安定した定住生活は難しく流動的な生活を送っていたものと考えられています。続く前期では、

いわゆる縄文海進が進み、豊かな環境が整い始め、徐々にではありますが狩猟採集生活とはいえ、

より安定的な生活が開始され集落が営まれます。今回の調査では竪穴建物跡１棟ですが、縄文土器

(関山式)の深鉢片や磨り石などが少量出土しています。また、以前実施された西側の調査では 3 棟

が貝層を伴って確認されています。市内には関山式土器の時期の痕跡は少ないですが、続く黒浜式

土器が使われる時期には、集落が爆発的に増加しています。 

古墳時代  今回調査されたものは 6 世紀後半から 7 世紀前葉の時期のものです。この時期の竪穴

建物には煮炊きに使うカマドが設けられています。奈良・平安時代のものに比べ大型のものが多く、

SI12 は特に大きく一辺が 8ｍ以上で南側に張り出し貯蔵穴と呼ばれる施設が付属しています。こ

れらの竪穴建物からは土師器(素焼きの土器)の坏・高坏・甕・甑などが出土したほか、SI14 からは

須恵器(窯で焼かれた土器)の が出土しています。市内では国府台南西部に法皇塚古墳などを含む

国府台古墳群が形成される時期で、奈良の飛鳥では厩戸皇子(聖徳太子)が活躍した時代です。 

奈良・平安時代  今回調査されたものは 8 世紀から 9 世紀代のものです。この時期の竪穴建物に

も煮炊きに使うカマドが設けられています。前述の古墳時代のものに比べ小さく、時期が下ると一

辺が 3～4ｍほどの小型の竪穴建物が多くみられるようになります。いずれの竪穴建物からも土師

器・須恵器の坏・甕を中心に鎌・刀子・紡錘車などの鉄製品なども出土しています。また、SI5・

6 からは土師器坏に文字が記された墨書土器が多く出土しました。「下」と記されたものが多く、

他に「寺」などの文字がみられました。その意味については今後更なる検討を要しますが、「寺」

などは仏教との関連が窺われ注目されます。市内では、7 世紀後半に国府台には国府が置かれ、741

年(天平 13 年)の国分寺創建の詔によって、8 世紀中葉には国分支台に国分層寺と国分尼寺が建立さ

れ、8 世紀後半には平城京と同じく、国府台から須和田が「右京」、国分寺周辺が「左京」と呼ば

れていた可能性が指摘されており、都市的な様相を呈していたものとみられます。曽谷南遺跡を含

む国分川を挟んだ曽谷台側はその外縁部にあたりますが、深い関連性をもっていたものと考えられ

ます。 

曽谷南遺跡ではこれまでの調査で、縄文時代が全時期を合わせ竪穴建物跡約 50 棟、古墳時代後

期～奈良・平安時代が竪穴建物跡約 170 棟、掘立柱建物跡約 10 棟を確認しています。古墳時代後

期～奈良・平安時代では 6 世紀後半のものが最も古く、次の 7 世紀前半に竪穴建物数が最も多く

なり、7 世紀末から 8 世紀初頭以降、数が減少しますが 9 世紀中葉まで集落は継続されていくこと

が明らかになっています。今回の第 75-2 地点という数字が示すことからも、曽谷南遺跡では少し

ずつ集落の部分的な調査が実施されてきました。今回の調査も集落の一部分にすぎませんが、こう

した調査の積み重ねが曽谷南に存在した集落の全容を明らかにしていく上で重要な資料を与えて

くれます。 

おおわわりりにに  

最後になりましたが、市川市内には曽谷南遺跡をはじめ、著名な縄文時代の曽谷貝塚、堀ノ内貝

塚や古代の下総国府など貴重な遺跡が数多く点在しています。より豊かな歴史像が未来に伝えてい

けますよう、今後とも埋蔵文化財の調査にご理解とご協力を給わりますよう宜しくお願い申し上げ

ます。 

 

 

図１ 古墳時代後期～奈良平安時代集落想像図

図２ 竪穴建物跡想像図

図３ カマド想像図

図４ 掘立柱建物跡構造図

遺跡から北方向を望む。
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市川市曽谷南遺跡第75－2地点 調査区全体概略図
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